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アクリルウレタン系樹脂塗料

ポリフェン ＮＣ－７

｢ポリフェンＮＣ－７｣は、アクリルポリオール樹脂を主剤に無黄変ポリイソシ

アネート樹脂を硬化剤とした、２液型のポリウレタン塗料です。プラスチック

素材はもとよりメッキ素材、金属素材等に対しても良好な付着性を示し、その

生成塗膜は２次物性面にも優秀な性能を有します。特に、通信機器や情報機器

の新素材の多様な試みに対し信頼性を発揮する有用な塗料としてニーズにお答

えします。

特 徴

➢ あらゆる素材に対応可能です。

➢ プラスチック材料、特に繊維素強化プラスチックに適応します。

又、ポリカーボネートに対応できる２液型として有効です。

➢ 金属素材、特に軽金属をはじめとする各種メッキ素材に対応します。

➢ 乾燥性がよく塗膜に肉持ち感が得られるため塗装作業性に優れます。

➢ 耐溶剤性、耐薬品性等の２次性能に優れます。

各種素材適正

成型材料 グレード／メーカー 一次付着性 二次付着性

ＡＢＳ 旭化成 １００／１００ １００／１００

ＡＢＳ 難燃性グレード １００／１００ １００／１００

ＡＢＳ／ＰＣ 三菱モンサルト １００／１００ １００／１００

アクリル アクリライト １００／１００ １００／１００

ＡＢＳ 無電解Ｎｉメッキ １００／１００ １００／１００

ＰＶＣ １００／１００ １００／１００

ＰＰＯ ノリル １００／１００ １００／１００

ポリイミド レニー １００／１００ １００／１００

ポリカーボネート ユーピロン １００／１００ １００／１００

ポリカーボネート レキサン １００／１００ １００／１００

＊ 二次付着性評価方法：耐湿性試験（MIL-160E)による１０サイクル試験後のクロスカットセロテープ
剥離試験による。

＊ 本試験結果は保証を意味するものではありません、脱脂条件、成型条件で付着性がことなる場合が
ありますので実材で御確認ください。



標準塗装仕様書

（１） 素地調整

素材に付着しているゴミ、油分、水分等を適切な方法で除去しください。
特に成型時の離型剤や軽金属類の白錆は塗膜の付着性を低下させます。

（２） 塗装仕様書

① 希釈ｼﾝﾅｰ ； 下記蒸留曲線を御参照ください。
② 塗料調合 ； 主剤：硬化剤：シンナー＝１０：１：８～１０（重量比）
③ 塗装粘度 ； １０～１２秒（イワタカップＮＫ－２／２５℃）
④ 塗装方法 ； エアースプレー
⑤ ガン口径 ； φ１．３～１．５㎜
⑥ 霧化ｴｱｰ ； ２．５～３．５ｋｇ/㎝2
⑦ 吐出量 ； ニードル回転数１．５～２．０回転
⑧ 霧化ﾊﾟﾀｰﾝ ； ４５～６０°
⑨ ガン距離 ； ２０～３０㎝
⑩ 塗回数 ； ４～６回
⑪ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ ； ５～１０分
⑫ 強制乾燥 ； ６０～１００℃×２０～３０分

＊素材変形温度以下（－１０℃）で加温してください。
⑬ 膜 厚 ； １０～１５μ

（３） 使用上の注意

塗料は使用前によく攪拌してください。
２液型の反応塗料ですので塗料調合は秤量により正確に行ってください。
可使時間は２０℃×８時間が目安です。（Ｓ硬化剤使用時）
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塗膜性能表

試験項目 試験条件・試験方法 試験成績

耐ｱﾙｺｰﾙ性 試 験 荷重1㎏、ﾒﾀﾉｰﾙﾗﾋﾞﾝｸﾞ試験100回 合 格

ﾃｰﾌﾟﾋﾟｰﾙ試 験 粘着ﾃｰﾌﾟによるﾋﾟｰﾙ試験連続10回 合 格

ｸﾛｽｶｯﾄ試 験 １㎜間隔の碁盤目ｸﾛｽｶｯﾄによるｾﾛﾃｰﾌﾟ剥離試験 合 格

耐 指 紋 液 性 40℃、RH90%、人工指紋液塗布240時間後の塗膜外観及びク
ロスカット性

合 格

高 温 保 管 性 70℃、連続２４０時間後の塗膜外観及びクロスカット試験 合 格

低 温 保 管 性 -４０℃、連続２４０時間後の塗膜外観及びクロスカット試験 合 格

温度ショック試験 -４０℃×３０分、７０℃×３０分5ｻｲｸﾙ後のクロスカット試
験

合 格

耐油脂性試験１ 右記試験試薬による４０℃、RH90%、連続２
４０時間後の塗膜外観及びクロスカット試験

ﾊﾝﾄﾞｸﾘﾅｰ

ｶﾞﾗｽｸﾘﾅｰ

ｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙ

合 格

合 格

合 格

耐油脂性試験２ 右記試験試薬による荷重300ｇ、ラビング試験
30回後の塗膜外観及びクロスカット試験

ﾊﾝﾄﾞｸﾘﾅｰ

ｶﾞﾗｽｸﾘﾅｰ

ｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙ

合 格

合 格

合 格

温 水 試 験 ６０℃の温水に４時間浸漬後の塗膜外観及びクロスカット試
験

合格

耐 摩 耗 性 試 験 ﾄﾝﾎﾞ製、砂消しゴムによる荷重1㎏、ﾗﾋﾞﾝｸﾞ試験300回 合 格

耐 摩 耗 性 試 験 メリヤスウエス荷重５００ｇ、2000回ﾗﾋﾞﾝｸﾞ試験 合 格

耐 摩 耗 性 試 験 人工汗3種（酸性、中性、ｱﾙｶﾘ性）による荷
重500ｇ、1000回ﾗﾋﾞﾝｸﾞ試験

酸 性

中 性

ｱﾙｶﾘ性

合 格

合 格

合 格

促進耐候性試験 ＱＵＶによる連続400時間後の塗膜外観、光沢
保持、色調変化

外観

光沢保持

色差

合 格

９５％

０．６８

＊ 異常なし：塗膜にワレ、フクレ、剥がれ、艶引け、変色等がないこと。
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